
◆企 画 名  デコ巻きずし体験 

日  程  2018 年 6 月 9 日（土） 

場  所  総合学生会館凜風館 1 階 グローバルエリア、2 階 生協食堂 

参加者数  29 名（ピア・サポータ 4 名、研修生 5 名、一般学生 9 名、留学生 11 名） 

目  的 

一般学生、留学生を交えて巻き寿司を共に作ることで両者の親睦を深めるため。また、

留学生には寿司という日本食を身近に感じてもらうため。 

内  容 

【当日の流れ】 
12:30 スタッフ集合、直前ミーティング  
12:40 会場設営開始  
13:15 凜風館 1 階グローバルエリアで参加者受付開始  
13:30 自己紹介・アイスブレイク 
13:55 凜風館 2 階生協食堂へ移動  
14:00 デコ巻きずし体験開始  
15:00 記念撮影、完成品の試食  
15:30 アンケート記入  
15:45 講師・参加者解散、片付け  
16:15 フィードバック  
16:45 スタッフ解散  

効  果 

昔から存在する巻き寿司という日本文化と、近年になって出現した「デコ」という日本

独特の概念を体験することを通じて、一般学生と留学生の交流を促進した。 

改 善 点 

・生協の方との連絡不足により、食堂の準備開始時間が予定より遅れることが当日判明し

た。 
→メールでのやり取りができなかったので、前日に食堂へ行き、確認するべきであった。

・アイスブレイクを行ったグローバルエリアが狭そうだった。 
→事前にその場所で問題がないかスタッフでシミュレーションを行う。 

・参加者からの質問等のメールへの返信が遅れてしまった。 
→メールへ返信をする担当者を決めておく。 

・食堂において、周囲の人々の話し声がうるさく講師の指示が会場の後ろにいる参加者ま

で届いていなかった。 
→理解をしていない様子の参加者を確認したら、その都度スタッフが再度説明を行う等

のフォローを行う。 
・講師の迎えのために関大前駅へ向かうのが予定より遅くなってしまった。 
→講師を迎えに行く場合、スタッフの集合時間を 20 分から 30 分早く設定して余裕を持

つ。 

感  想 

巻き寿司の企画は初めての試みであった。そのため準備期間中はスタッフ全員とても不

安であったが、参加者の満足度は高く、当日のイベント中もみんな楽しそうな様子であっ

たため安心した。食べ物を扱う企画であるならば、これまでミーティングルームを使うこ

とが多かったが、食堂の方が汚す心配もあまりなく行えるのではないかと感じた。 

 


